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■授業の目標・概要
行動科学は、人間と社会の行動に関する総合的学際的学問である。本講義では、まず、行動科学の歴史的背景及び代表的な理論や

モデルについて概説し、人間の思考や行動に関する基礎的な考え方について考察する。また、生活習慣や人間関係に関する行動変

容について、近年の行動科学の視点をおりまぜながら学際的な観点から考察を行う。その上で、人間の行動変容を支援する方策を

模索する。

■学習の到達目標
１．行動科学の歴史的背景及び代表的な理論やモデルに基づき、人間の思考や行動に関する基礎的な考え方について理解する。 

２．生活習慣や人間関係に関する行動変容について、近年の行動科学の視点をおりまぜながら学際的な観点から学び、人間の行動

変容を支援するための基本的な考え方や方策を理解する。

■授業方法・形式
基本的には講義形式で授業を進めるが、理解を深めるために一部、演習やグループワークなども取り入れる。適宜、デジタル教材

等による授業もおりまぜて行う。また、毎回、授業内容に関する小課題の提出を求める。授業内容に関する積極的な意見の発表、

発言などを奨励する。

■授業計画
第１回　本授業のガイダンス、行動科学（歴史的背景を含む）について 

第２回　脳と心：①知覚 

第３回　脳と心：②記憶 

第４回　脳と心：③思考、コラム構造をもつ新皮質 

第５回　行動と信念（考え方）の統合：①解釈する脳、脳のメカニズムと信念の形成 

第６回　行動と信念（考え方）の統合：②行動変容、偏見など 

第７回　代表的な行動理論・行動科学的アプローチ：①自己効力感、変化のステージモデル 

第８回　代表的な行動理論・行動科学的アプローチ：②計画的行動理論、ストレスコーピング 

第９回　代表的な行動理論・行動科学的アプローチ：③ソーシャルサポート、コントロール所在 

第10回　代表的な行動理論・行動科学的アプローチ：④ナラティヴアプローチ・ストレングスアプローチ 

第11回　代表的な行動理論・行動科学的アプローチ：⑤その他の行動科学的アプローチ 

第12回　信念形成のメカニズムと行動変容支援：ナラティヴセラピー、芸術療法など 

第13回　信念形成のメカニズムと社会的過程：主観尊重と形式尊重、個人と社会など 

第14回　行動科学に関するトピック 

第15回　まとめ

■成績評価の基準
定期試験50％、小課題40％、授業への取組（積極的発表、発言など）10％

■授業時間外の課題
毎回の授業の終了時に、授業内容に関する小課題及び次回の授業内容に関する小課題を課し、自己学習（復習・予習）を促す。小

課題は次回授業開始時に提出する（一部、自主的な発表を求める）。

■メッセージ
できる限り授業内容に関する受講学生の意見を聞きながらすすめたいと思っていますので、積極的に自らの意見を述べて下さい。

また、自己学習を重視します。

■教材・教科書
特定のテキストは使用せず、授業内容に関する資料等を配付する。

■参考書
参考図書、参考文献等については適宜、情報を提供する。


